
 

グアテマラだより     202５．9月 11号      菅原 美和子（JICA海外協力隊） 

アルホナ小学校では月毎の目標があり、月の初めには国歌を歌い、目標披露がある。９月の目標は

perseverancia（忍耐力）で、毎朝の全校集会で先生方が目標にまつわる話をする。 

９月１５日はグアテマラの独立記念日、ほかの中米の国々（エルサルバドル、ホンジュラス、ニカラグア、コスタリ

カ）も 1821 年、中央アメリカ連邦として一緒に独立したため、９月はたくさんの行事が国、地域、学校単位で行

われる特別な月。今月も様々な行事があり、忙しい月となった。 

９月３日（水）niña independencia(独立の少女) 自国の文化や独立の象徴を表す代表を選ぶコンテストで各

学年代表の踊りやスピーチを見て全員投票。 

結局１年生が今年の優勝者となった。 

４日（木）合唱の子どもたちが首都のモンテソーリ学校に 

招待されるということで私も同行させてもらった。 

小学校から高校までの立派な施設の私立学校。１割は外国人の子。 

モンテソーリの理念は日本では幼稚園で多く実践されているよう。 

『歌は心』・・・オダリス先生（キューバ人）が指導するわが小学校の 

合唱部は会場から拍手喝采を浴びた。  １５日の独立記念日に向けて８日（月）から 

行事が始まり、勉強にならないので、折り紙を教えたり、箸の使い方を教えたり、臨機応変に！ 

10日（水）～11日（木）は踊りの日で 

12日（金）はリズム体操の日 

外では公立学校の子どもたちが独立記念 

日を祝う行進をしていた。 

13日（土）秘境、セムク・チャンペイ（ケクチ語で水が岩の下を流れる 

場所の意味)に同僚ダマリスと出かけた。14日（日）コバンに住むケクチ語の元の先生と JICA新隊員と会った。 

 

 

 

 

１５日（月）独立記念日は車も少ない。１６日（月）首都でグアテ ボンボンという踊りに参加。民族衣装の子ども

たちがとてもかわいい。日帰りで任地に戻った。２０日（土）首都に出て合気道と日本語教室で日本文化。     

２１日（日）パナハッチェルで算数分科会の３人が集合し、サンティアゴ アティトランで算数の塾を営む元 JICA

海外協力隊員を訪問。計算練習等を見せてもらったが、日本の子どもと変わらない速さで計算をしていて、やはり

練習を続ければ計算は誰でも速く正確にできるようになると確信した。 

 

 

 

 

２４日（水）３年生の授業でやっと問題解決型の授業ができて、感動！今までの積み重ねと担任の先生の粘り強い指導のた

まもの。（１月から全学年に入り、150 回以上もティームティーチングで算数の授業をさせてもらい、貴重な経験をいただ

いたことに感謝。今後、先生方が子ども主体の学習を進めてくれることを期待している。） 

 

 

 

                                                                                                  

今週は独立記念日お祝いムード 一色 


